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１ は じ め に
日本語の正書法は自由度が高い｡ 漢字・ひらがな・カタカナをどのこと
ばにどのように当てはめて用いるかについて, 慣習とおよその基準はある





外国人学習者から見た ｢日本語の難しさ｣ の原因のひとつとして, 表記
が挙げられることも多い｡ 使用される文字の種類が多いだけでなく, その
文字種の使い分けの規則が厳密でないことに学習者は困惑するようである｡
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外国語の発音 (アンニョン・ハシムニカ), 外国製日本語 (フジヤマ)
や混種語 (空＋オーケストラ→カラオケ) のほかに, 擬音語 (ワンワ
ン, バターン), 擬態語 (イライラする, ゴロリと), 学術専門語, 動
植物名など多様な和語・漢語がある｡
さらに, 感動詞, 終助詞, 振り仮名, 方言, 外国人の日本語発話,
隠語, 俗語, 人名 (イチロー), 国名 (ニッポン), 地名 (ギンザ),
機関・施設名, 常用漢字の第一義でない語 (本のオビ [帯]), 漢字で
記されるとわかりにくい語 (メド [目処] が立つ), 表記者が特別な
意図を加味した語 (カネ [政治資金]) などの用法もある｡






















以下, まず２１では, 非外来語のカタカナ表記についての, 1980年前
後の論文を３本紹介する｡ のちの同テーマの研究の基礎となる３本といっ








く論じている研究としては, 土屋信一 (1977), 佐竹秀雄 (1980), 野村雅
昭 (1981) がある｡ いずれも, カタカナ書きの実態を調べるとともに, そ
れが使われる理由について論じている｡
まず土屋 (1977) は, 国立国語研究所の新聞語彙調査, すなわち1966年
の新聞３紙 (朝日・毎日・読売) の60分の１をサンプリングした調査の結




が, 現実の新聞の表記は, 非常に多彩であった｡ 土屋は, カタカナ表記が
使われる理由を次のＡ～Ｄの４つにまとめている｡
Ａ. 片仮名で書く習慣のあるもの｡ Ｂ. 漢字制限のため漢字で書けず,






また, 土屋は, Ｄに当たるハナ (鼻)・クビ (首)・ユメ (夢) の３つに
ついて, 新聞文章のジャンル別にカタカナ表記の数を調べており, 多かっ
たのは, 文化・家庭ジャンル, それに次いで社会ジャンルであるという｡
この要因としては ｢軟らかい文体｣ ｢慣れた書き手｣ ｢具体的な事物を指す
のでない場合など, その文脈上の語の意味によるもの｣ を挙げている｡
佐竹 (1980) は, 若者雑誌 (『POPEYE』 『an・an』 『ビックリハウス』
等におけることばの特徴の一つとして, カタカナの多さを挙げている｡ そ
れは外来語が多く使われていることと, 外来語でないことばにもカタカナ
が使われていることの, 両方によるものであるという｡ そして, 非外来語
のカタカナ表記は, ｢感情や評価を表す場合に使われやすい｣ ｢話しことば
ふうの表現を示す部分にカタカナが使われる｣ と述べられている｡ 若者の









字｣ を避けるため, 和語については ｢動植物名, 擬声語・擬態語, 感動詞,
俗語・隠語, 話しことば (長音の母音をカタカナで表す)｣ を表記するた
め, といった理由が挙げられている｡ さらに, 週刊誌らしいカタカナ表記
として, 次の２点を指摘している｡ すなわち, ①それらのどの理由にも当
てはまらず漢字表記でも平仮名表記でも差し支えないのにあえてカタカナ
で書かれることばがあること (クルマ, コトバ, キズなど), ②人称代名
詞や人名につく接辞のような話しことば的なことば (オレ, キミ, ～チャ
ンなど) が, カタカナ表記されることでいっそう話しことば的な感じを与
えること, の２点である｡ ｢ホント｣ や ｢カッコいい｣ などは, ｢本当｣
｢格好｣ では話しことばらしい発音を表すことができず, ｢ほんと｣ ｢かっ
こ｣ では視覚的な効果がない, そこでカタカナ表記がなされる, と分析さ






日本語教育関係者向け専門書における記述をあげる｡ 玉村文郎 (1985) と
河原崎幹夫 (1989) は, 日本語教師あるいは日本語教育関係研究者向けに
書かれたものである｡ いずれも, 外来語も含めたカタカナ表記の多様な使
われ方について, 網羅的に挙げている｡
玉村 (1985) では, 片仮名は ｢ａ. 擬音語 ｂ. 外来語 ｃ. 外国の地
名・人名 ｄ. 動・植物名 ｅ. 漢文訓読における送り仮名｣ のほかに,




に特定文脈中において強調される語句 (クヤシイ！, オドロキ) など｣ に
使われると述べている｡ ただし擬態語については, ｢平仮名書きが普通｣
とカッコ書きされている｡
河原崎 (1989) は, 片仮名で表記されるものについて, ｢ア. 外来語
イ. 外国の地名・人名 ウ. 動物・植物の名 エ. 際立たせたい漢字熟語
(漢字で表記すると, 意図した感情が込められないので, 特別に片仮名で
表記することがある｡) オ. 物音, 鳴き声, 擬音語, 擬態語 カ. 感動





は, 何らかの調査による研究であり, 次のようなものがある｡ 年代順に挙
げていく｡




中山惠利子 (1998) は, 新聞３日分のカタカナ表記語をひろい出し, 分








いる, とある｡ ６項目は ｢漢字で表される漢語の第一義でない場合 (本の
オビ)｣ ｢第１義だが, 漢字で書くとわかりにくい場合 (メド, ボヤ)｣ ｢表
記者が本来の意味に特別な意味を加味している場合 (カネ, ズレ, モノ,
岡光サン)｣ ｢表記の段階で他とのバランスを考えたと思われる場合 (ケイ
リン, ハサミ, おチビさん)｣ ｢見出し語等の単なる強調の場合｣ ｢漢字ま
たは平仮名表記でよいと思われる場合 (マンガ, カッコ, ムダ, オムツ)｣
である｡ 最後のものについて, 中山は ｢むやみに片仮名表記語を増やして
いる元凶とも言える｣ と述べている｡
柴田真美 (1998) は, 1996～1997年の新聞・雑誌, 商業広告等を資料と
している｡
堀江紫野 (2001) は, 小説・少女マンガ・青年誌・社説・コラムを調べ
ている｡ 非外来語のカタカナ表記の理由については, ｢定着｣ ｢特別な意味
の表現｣ ｢特別な音声の表現｣ の３つを挙げている｡ ｢特別な意味の表現｣
の中では, カタカナ表記によってことばの重みを減らし, おどけた感じを




成田徹男・榊原浩之 (2004) は, 一般紙４社およびスポーツ紙２社のウェ
ブサイト, およびインターネット上のみのスポーツ紙ホームページを資料
としている｡













奥垣内健 (2010) は, カタカナ表記の意味の希薄さを指摘し, カタカナ
のデザインが鋭角的でシンプルであることから, イメージが形成されると
述べる｡
柏野和佳子・奥村学 (2012) は, 国立国語研究所が構築した 『現代日本






































































菅生早千江 (2002) がある｡ これは５冊の日本語初級教科書のカタカナ表
記語を全て抜き出し分析したものである｡ 本研究との比較のため, 菅生
(2002) のデータを簡略化したものを, 表１として掲げる2)｡ (全て異なり
語数であり, それぞれの教科書で１語と数えたものを総数ではまとめてい
るため, 右端の欄の ｢総数｣ は, 教科書別掲載語の合計よりも少ない｡)
本研究で扱う ｢外来語以外のカタカナ表記｣ にあたる部分を, 表１では







みんな JBP 新文化 SFJ ようこそ 総数
固有名詞等3) 142 177 170 252 309 626
外来語
(省略語, 混種語, 和製外来語含む)
55 55 65 96 92 217
カタカナ
表記語
擬音語・擬態語 0 0 4 2 9 14
その他 (動植物の名前,
感動表現, 強調表現)
2 1 0 3 7 11
外来語・カタカナ表記語総数 199 233 239 353 417 868
(異なり数)




浩志 『テーマ別 中級から学ぶ日本語 ワークブック (改訂版)』 研究
社 (1991725初版, 20041220改訂版第１刷｡ 2008530改訂版第４刷
を使用)
②阿部祐子・亀田美保・桑原直子・田口典子・長田龍典・古家淳・松田浩
志 『テーマ別 上級から学ぶ日本語 (改訂版)』 研究社 (1994125 初
版｡ 2009116 改訂版第11刷を使用)
③架谷真知子・佐藤恵美・二村直美 『中上級レベル日本教材 日本社会探
検』 スリーエーネットワーク (1998331初版第１刷｡ 2000425第２刷
を使用)
④鎌田修・椙本総子・冨山佳子・宮谷敦美・山本真知子 『生きた素材で学
ぶ 中級から上級への日本語』 The Japan Times (19984 を使用)
⑤近藤安月子・丸山千歌 『中・上級日本語教科書 日本への招待 テキス
ト』 東京大学出版会 (2001131初版｡ 200493 第６刷を使用)
⑥山本富美子・工藤嘉名子・増田幸子 『文科系留学生・日本人学生のため
の一般教養書 国境を越えて [本文編]』 新曜社 (200135 初版第１刷
を使用)
⑦荻原稚佳子・増田眞佐子・齊藤眞理子・伊藤とく美 『日本語上級話者へ
の道 きちんと伝える技術と表現』 スリーエーネットワーク (20057
29初版第１刷｡ 2006220第２刷を使用)
以下では, ①を 『テーマ中』, ②を 『テーマ上』, ③を 『探検』, ④を
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『素材』, ⑤を 『招待』, ⑥を 『国境』, ⑦を 『道』, とそれぞれ略して呼ぶ
ことにする｡ ７冊の教科書のレベル, 出典, 目的とする技能について, 簡
単に説明すると次の通りである｡
『テーマ中』 中級だが上級への橋渡しも｡ 書き下ろし｡ 聞く・話す・読む・
書くの４技能が目的｡





『素材』 中級から上級への橋渡し｡ 書き下ろしはなく, すべて日本人向け







『道』 中級から上級への橋渡し｡ 中級後半以上｡ ACTFL-OPIの基準を参
考にした, 話すための教材｡ 機能・話題シラバス｡
以上のように, 今回分析の対象としたのは, 中級から上級への橋渡しレ









いない｡ 本文中のイラストにそえられたセリフは, 対象とした｡ カタカナ
表記された非外来語を分類したのが, 次の表２である｡





語種 分類 道 テーマ上 テーマ中 国境 探検 招待 素材
和語
擬音語・擬態語 5 3 5 12 19 17
話しことばの表現 1 1 2 1 4 5 5
動植物名 5 6 2 5 2 6
固有名詞 1 1 2 2 2 5
その他 (名詞) 1 1 3 7 4 13 9






漢語全体 1 2 5 6 12
漢語の一部 1 2
略語 1
単位・数字・記号 1 14 1
混種語
外来語＋和語 1 1 1 3 1
外来語＋漢語 1 1
漢語＋和語 1 1 2 3
合計 (異なり語数) 6 15 18 18 62 69 73
合計 (延べ語数)6) 16 519 78 78 133 267 142
(一番下の行以外はすべて異なり数である)

























イライラ (いらいら／苛々) ○ ○
サッと (さっと／＊) ○ ○
話しことばの表現 ～ョ (文末助詞) ○ ○
動・植物名
スイカ (すいか／西瓜) ○ ○
ヒト (ひと／人) ○ ○
固有名詞
トヨタ (とよた／豊田) ○ ○
ニッポン (にっぽん／日本) ○ ○
その他 (名詞)
ウチ (うち／内) ○ ○
コマ (こま／駒) ○ ○
ゴミ (ごみ／塵) ○ ○ ○ ○ ○ ○
ビラ (びら／片) ○ ○
モノ (もの／物) ○ ○ ○
その他 (動詞由来) ズレ (ずれ／＊) ○ ○ ○
漢語
名詞
カッコ (かっこ／括弧) ○ ○
カバン (かばん／鞄) ○ ○
コツ (こつ／骨) ○ ○
バカ (ばか／馬鹿) ○ ○ ○
ビン (びん／瓶) ○ ○
マンガ (まんが／漫画) ○ ○
単位 ～カ～(～か～／～箇～) ○ ○ ○
混種
語
外来語＋和語 カラオケ (からオケ／空オケ) ○ ○ ○ ○ ○
漢語＋和語 ダメ (だめ／駄目) ○ ○
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表４ 教科書７冊に出現した ｢擬音語・擬態語｣ の一覧































































表５ 教科書７冊に出現した ｢話しことばの表現｣ の一覧

























まず, 表２を見ると, 非外来語のカタカナ表記の出現には, 教科書によっ
てかなり差があることがわかる｡
『道』 ＜ 『テーマ上』, 『テーマ中』, 『国境』 ＜ 『探検』, 『招待』, 『素材』
の順に, 10未満＜10数個＜60以上, と出現数 (異なり数) が段階的に増え
る｡ 『道』 が少ないのは, ｢話す｣ ための教材であるためと思われる｡ 『テー
国際文化論集 №48
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表６ 教科書７冊に出現した ｢動植物名｣ ｢固有名詞｣ ｢その他の和語の名詞｣
の一覧































































































マ上』, 『テーマ中』, 『国境』 は書き下ろし教材であり, 『探検』, 『招待』,
『素材』 はほぼ生教材 (母語話者用に書かれたものをそのまま教材として
使用するもの) である｡ 書き下ろしか生教材かで, はっきりと傾向が分か
れることが明らかになったといえよう｡
和語・漢語・混種語でみると, 全体に, 和語をカタカナ表記したものが
多いといえる｡ 一番多いのは, 擬音語・擬態語であるが, それを除いても,
漢語より和語の方が多い｡
擬音語・擬態語, 話しことばの特徴, 動植物名, 固有名詞, のカタカナ
表記はどの教科書にもほぼ見られた｡ しかし, ｢動詞・形容詞由来の名詞｣
もしくは ｢動詞・形容詞そのもの｣ (『素材』 のズレ, ツケ, チラシ, アリ,
ナシ, テレて, 『招待』 のワルイ, エライ, ツカレタ, ヤル気, キメて等,
『探検』 のズレ) や, ｢漢語｣ (『素材』 のタンス, ソウメン, コンニャク,
ガン (癌), フツー, カンタン, イミ等, 『招待』 のムリ, カン (勘), ヤ
バンジン, ニンゲン等, 『探検』 のマンガ, バカ, カン (缶), ビン (瓶)
等) は, 生教材の３冊に多くみられた｡ また, 表４をみると, 生教材使用
の教科書は擬音語・擬態語のバラエティが豊富であることがわかる｡
一つの教科書の同じページ (あるいは連続ページ) に, 非外来語のカタ
カナ表記が多く出現する箇所がいくつかある｡
たとえば 『素材』 の場合は, 手書きふうの細かい字で書かれた ｢大学履
修マニュアル｣ のページに, 非外来語のカタカナ表記が頻出する｡ そこに
は他にみられない ｢ラク勝｣ ｢名ボ｣ といった漢語の一部がカタカナ書き









章には, 非外来語のカタカナ表記が多くみられる｡ 『招待』 の天野祐吉の
エッセイ (１ページ半) の中には, ハッキリ・ボケーッと・ヒト・カネ・
モノサシ・ハズ (筈)・コマ切れ・エライ・ワルイ・～なア・ムダ・バカ
と12種類の非外来語カタカナ書きが出現した｡
『素材』 の ｢うどん｣ という文章には, ツルツル・パクパク・クルクル
等の擬音語・擬態語, ダンゴ・ソウメンなどの食べ物名, といった非外来
語カタカナ書きが多く出現した｡ これは話題 (ここでは ｢食べる｣ こと)
によってカタカナ書きが多く出た例といえそうである｡
さて最後に, 今回調べた７冊の日本語教科書にはいずれも, 非外来語の




たとえば, 『素材』 では, 同じページに ｢ニワトリ｣ ｢にわとり｣ の両方の
表記があり, ｢ツルツル｣ ｢パクパク｣ と同じ課の少し後のページに ｢つる
つる｣ ｢ぱくぱく｣ の表記があるのである｡ 表記の異なる同じ語のペアが
近くのページにあれば, 学習者も気づきやすいし, 教師が指導するきっか
けにもしやすいだろう｡ 同様の例として, 『招待』 に ｢ダサイ｣ ｢ださい｣,
｢ムカつく｣ ｢むかつく｣, ｢カッコイイ｣ ｢格好いい｣, 『探検』 に ｢ダジャ
レ｣ ｢だじゃれ｣, ｢ノンビリ｣ ｢のんびり｣, ｢ごみ｣ ｢ゴミ｣, 『国境』 に








(2009) 『留学生のための ここが大切 文章表現のルール』 (スリーエーネッ
トワーク) がある｡ これは中上級日本語学習者対象の ｢書く｣ ための教科
書であり, 全20課中の第８課 ｢カタカナの使い方｣ で, ｢外来語以外で,
カタカナで書かれることが多い言葉｣ として ｢動物や植物の名前｣ ｢擬音
語・擬態語｣ ｢漢字の代用｣ をあげている｡ さらに, 漢字やひらがなで書
いてもいい言葉をわざとカタカナで書くことの効果も解説されている｡ こ
のような解説を他の教科書も積極的に載せていくことが望ましいであろう｡
５ お わ り に
河原崎 (1989) は ｢日本語教育の中でも, 片仮名ほど粗末に扱われてい
るものはないだろう｣ ｢入門期に指導されるが, その後は系統立って指導
されない｣ と述べていた｡ それから約20年後の, 中山惠利子・陣内正敬・


























1) ｢生教材 (なまきょうざい)｣ とは, 学習者用に易しく書き直すなどの加工
をせず, 母語話者向けの言語素材をそのまま教材として使用するものである｡
2) 菅生早千江 (2002) の表の, 数字はそのままであるが, 外来語の部分の分
類を簡略化し, 並べる順番を変えた｡ ここで用いられている日本語初級教科
書は, 次の５種である｡
・『みんなの日本語初級Ⅰ・Ⅱ (本冊)』 (1998) スリーエーネットワーク
・『Japanese for Busy People Kana VersionⅠ・Ⅱ・Ⅲ』 (Ⅰ：1995 Ⅱ：1996
Ⅲ：1997)
『Japanese for Busy People Revised EditionⅠ・Ⅱ・Ⅲ』 (Ⅰ：1994初版1984
Ⅱ：1994初版1990 Ⅲ：1995初版1990) 国際日本語普及協会 講談社イン
ターナショナル
・『新文化初級日本語Ⅰ・Ⅱ』 文化外国語専門学校 (2001初版2000) 凡人社
・Situational Functional Japanese Notes 1, 2, 3. Situational Functional Japanese
Drills 1, 2, 3. 筑波ランゲージグループ (1999初版1991) 凡人社
・Yookoso ! An Invitation to Contemporary Japanese. Tosaku, Yasu-Hiko,
(1994) McGraw-Hill, inc.
表中ではそれぞれ, ｢みんな｣ ｢JBP｣ ｢新文化｣ ｢SFJ｣ ｢ようこそ｣ と略され
ている｡
3) 菅生早千江 (2002) では ｢分類対象外｣ とされているものである｡ 国名,
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固有名詞, 登場人物の氏名, 架空の固有名詞, などが含まれている｡
4) 菅生早千江 (2002) では ｢外来語｣ に分類された語の中に, ｢混種語｣ の
カラオケ, テリヤキ (バーガー, チキン) の２語がある｡ これらは, 本研究
においては ｢非外来語のカタカナ表記｣ として扱っているものである｡ 菅生
の表中の数字を組み替えないでおくために, そのままにしてある｡






欄に, ｢研究スル｣ ｢元気ナ・ニ｣ のようにカタカナをそえることで品詞を表
す方法をとっており, それぞれの延べ数が, スル276, ナ103, ニ112となっ
た｡ 『招待』 の場合は, ｢フリガナつき｣ と ｢フリガナなし｣ の同一本文があ
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